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はじめに

❖ 本マニュアルは、『Mist Wired Assurance の導入ガイド』 について説明します

❖ 手順内容は 2025年4月 時点の Mist Cloud にて確認を実施しております

実際の画面と表示が異なる場合は以下のアップデート情報をご確認ください

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/product-updates/

❖ 設定内容やパラメータは導入する環境や構成によって異なります

各種設定内容の詳細は下記リンクよりご確認ください

https://www.juniper.net/documentation/product/us/en/mist/

❖ 他にも多数の Mist 日本語マニュアルを 「ソリューション＆テクニカル情報サイト」 に掲載しております

https://www.juniper.net/jp/ja/local/solution-technical-information/mist.html

❖ 本資料の内容は資料作成時点におけるものであり事前の通告無しに内容を変更する場合があります

また本資料に記載された構成や機能を提供することを条件として購入することはできません

❖ 本資料に記載されている会社名、製品名およびロゴは、各社の商標または登録商標です

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/product-updates/
https://www.juniper.net/documentation/product/us/en/mist/
https://www.juniper.net/jp/ja/local/solution-technical-information/mist.html
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•EX スイッチを使用して Mist Wired Assurance を動作いただくための 6 つのステップと、 4 つの便利な機能をご案内します

※本資料では EX スイッチの導入手順を記載しますが、QFX スイッチも同様にオンボード可能です

※本ガイドでは基本となる設定のみのご案内となります導入する際は、利用目的や現地環境にあわせて必要な設定を追加ください
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1．Mist アカウント作成

2．Organization / Site 作成

3．EX / Subscription 登録

4．EX スイッチ設定

5．Floorplan 設定

6．EX スイッチ設置

6つのステップ
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1．Mist アカウント作成

2．Organization / Site 作成

3．EX / Subscription 登録

4．EX スイッチ設定

5．Floorplan 設定

6．EX スイッチ設置

6つのステップ
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•画面下部の Create Account をクリックします

•フォームに沿ってアカウント情報を入力します

姓名、メールアドレス、パスワード、会社名、会社住所

•プライバシーポリシーの同意にチェックし

Create Account をクリックします

※ 会社名、会社住所を除くアカウント情報は後から変更可能です

•Mist Cloud にアクセスします

URL：https://manage.ac2.mist.com/

※ 本ガイドでは Global 03 リージョンを使用します

1-1 Mist アカウントの作成

1. ブラウザで Mist Cloud にアクセス

2. 新規アカウントを作成

https://manage.ac2.mist.com/

※青枠：手順を説明

※オレンジ枠：補足情報

https://manage.ac2.mist.com/
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•以降、下記 URL からログイン可能になります

URL： https://manage.ac2.mist.com/

•メールアドレス、パスワードを入力し Sign In をクリックします

•登録したメールアドレスに届いたメールを確認します

From  ： no-reply@mist.com

Subject： [Mist.com] Email Verification

•Validate me! をクリックし、先ほど登録した
メールアドレスとパスワードを入力すれば登録完了です

1-1 Mist アカウントの作成

3. 送られたメールからアカウントを有効化

※ Mist Cloud ログイン

リージョンの詳細については下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-management/topics/ref/cloud-instances.html

xxxxxxxxxxxxxxxx

下記画面が表示されればアカウント作成完了

Global 03 であることを
確認ください

https://manage.ac2.mist.com/
https://www.mist.com/documentation/cloud-instances/
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1．Mist アカウント作成

2．Organization / Site 作成

3．EX / Subscription 登録

4．EX スイッチ設定

5．Floorplan 設定

6．EX スイッチ設置

6つのステップ
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•Organization とは、企業全体を意味する管理単位です

Organization（企業） > Site（拠点） > Floor（階）

•Site：Org の配下に作成する管理単位で、拠点ごとに作成します

• Floor：Site の配下に作成する管理単位で、フロアごとに作成します

•Create organization を選択します

•Organization 名を入力し、Save をクリックします

※ Organization 名は 2 バイト文字も利用可能です

※ Organization 名は後から変更でき、名前の重複も可能です

2-1 Organization の作成

10

1. Organization を作成

※ Organization / Site / Floor とは
Org：××株式会社

Site：東京本社 Site：大阪支社

企業

拠点

Floor：1F

Floor：2F

Floor：5F
フロア
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•Organization 名を作成すると Mist Cloud の管理画面が表示されます

•管理画面は、画面中央にメインのビューが表示され、左側にあるリストから各種メニューの画面に遷移する構成です

•ビューは大別して Organization 全体ビューと

Site 単位のビューに分けられます

•Site 単位のビューでは、画面上部に対象の Site を

指定するプルダウンメニューが表示されます

2-2 Mist Cloud の構成

※ Mist のメニュー構成

対象 Site を選択
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•Organization メニューから Site Configuration をクリックします

•Organization 内に作成されている Site 一覧の画面が開きます

•一覧から Primary Site をクリックし、Site の設定画面を開きます

※ Organization 作成時に、自動で Primary Site という名前の Site が作られます

※ 本手順では Primary Site を編集する方法で Site 設定を行います

※ 画面右上の Create Site から新しく Site を作成可能です

2. Site の編集

2-3 Site の作成
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2-3 Site の作成

•Site の設定を追加します

• Location と Information の設定は必須です

※ 本手順では最低限の設定のみ実施します

※ Site Configuration では例えば

下記のような設定が可能です

- RF テンプレートの適用

- AP Firmware の自動アップデート設定

- AP が利用する Proxy サーバの設定

- AP が保有する設定の ROM 保存設定

3. Site 編集画面で各種設定を追加

Site Name を入力
例：東京オフィス

設定した Location 情報に合わせて自動で
 Country と Time Zone が設定されます
Country に設定した国の法律に従って、
利用可能チャネルや電波強度の範囲が確定します
Time Zone は Site ビューの時刻表示等に影響します

Site Configuration で設定可能な項目については下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-management/topics/ref/site-config-page-ref.html  

Site の住所を入力
・検索ボックスは住所の他に施設名
による検索も可能

・マップをクリックして座標指定も可能

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-management/topics/ref/site-config-page-ref.html
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2-3 Site の作成

•必要な項目の入力が終わったら画面上部の Save をクリックし、登録を完了します

4. Site 設定を保存

•Mist の GUI 操作で行う全てのアクションは API でも実行可能です

•エンドポイントの指定で利用する org_id や site_id は Settings の

Organization ID または Site Configuration の Site ID から取得ください

※ Site ID と Organization ID
Settings

API については下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/automation-integration/index.html 

Site Configuration

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/automation-integration/index.html
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1．Mist アカウント作成

2．Organization / Site 作成

3．EX / Subscription 登録

4．EX スイッチ設定

5．Floorplan 設定

6．EX スイッチ設置

6つのステップ
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3-1 EX スイッチ登録方法

•Mist では 2 種類の方法で Organization に

スイッチを紐づけられます

1．Activation Code による一括登録

→購入時にメールで受け取ったコードを管理画面で登録

2．Claim Code による個別登録

→AP 本体の背面に記載のコードを登録

※ EX スイッチの登録方法 Claim CodeActivation Code

•Claim Code の登録は更に 2 種類に分けられます

2.1 QR コードの読み取りによる登録

2.2 Mist Cloud に直接 Claim Code を入力

※ Claim Code を使った登録方法 管理画面で直接入力QR コード読み取り
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※ 本ガイドは Activation Code を入力する手順を紹介します

※ Claim Code を直接入力する場合も同じ手順で登録可能です

•Organization メニューから Inventory をクリックします

3-2 EX スイッチの登録

1. デバイスの管理ページに移動

•Switches タブが開かれていることを確認します

•画面右上の Claim Switches をクリックします

2. コード入力画面を開く
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•スイッチ購入時にメールで受け取った Activation Code を入力し
Add をクリックします

 ※ Claim Code は大文字小文字を区別せずハイフンも省略可能です

•正しいコードを入力すると、入力画面下のグレー部分に
登録したスイッチの一覧が表示されます

 ※デフォルトでは Site Assignment が有効なため指定の Site に
自動アサインされます Organization への登録のみを行い
別途 Site へアサインする場合はチェックを外します

•Manage configuration with Mist にチェックし、
Root 権限のパスワードを設定します

 ※既存のスイッチ設定は、Mist 設定で上書きされます
    Mist 管理後は、CLI 経由でスイッチを設定しないでください

•Claim をクリックします

 ※スイッチ前面に記載された Claim Code を入力することで
対象のスイッチを単体登録することも可能です

3-2 EX スイッチの登録

3. Activation Code/Claim Code の入力

Org に紐づけのみ行う場合は
チェックを外します

Activation Code を入力し Add

フォーマットに則った
スイッチ名の自動設定も可能

チェックを入れることで Mist に
よる管理が可能となります
※要ルートパスワード設定
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•正常に登録できていることを確認し

Close をクリックします

• Inventory にスイッチが登録されたことを

確認します

3-2 EX スイッチの登録

4. 登録の確認

•登録に失敗したデバイスがあると Claim Status と

Error Reason の列に失敗した原因が表示されます

※ デモ機利用の際に Belongs to another Org が表示された場合は、貸出者に連絡ください

※ 登録の失敗

登録できているか確認
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•Organization にスイッチを個別登録する際は Claim Code が必要です

•Claim Code はスイッチの前面に記載されている 15 桁の英数字です

※ QR コードの下に記載の数値は MAC アドレスです

3-3 Claim Code について

※ Claim Code の確認

モバイルアプリを利用した QR コードによる Claim 手順については下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-wireless/topics/topic-map/claim-an-ap.html 

5 桁ずつハイフンで区切られた
15 桁のコード
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•Organization メニューから Subscriptions をクリックします

•Subscription 管理画面が表示されます

•画面 左上の Apply Activation Code をクリックします

•Subscription 購入時にメールで受け取った

Activation Code を入力し Activate をクリックします

※ スイッチと Subscription を同時に購入し、スイッチの Claim 時に

Activation Code を入力した場合は、すでに Subscription も

登録済みのため、本作業は不要です

3-4 Subscription の登録

5. Subscription を Organization に登録する
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•一部の Subscription は手動で Site への適用設定が必要です

3-4 Subscription の登録

※ Subscription を Site にアサインする

アクティベート対象の
サブスクリプションをクリック

Enable/Disable Sites を
クリック

アクティベート対象の
Site を選択して OK
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1．Mist アカウント作成

2．Organization / Site 作成

3．EX / Subscription 登録

4．EX スイッチ設定

5．Floorplan 設定

6．EX スイッチ設置

6つのステップ
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4-1 EX スイッチの設定

• スイッチの設定において、共通する値はテンプレートとして定義し、複数のスイッチに適用可能です

• Mist Cloud にはスコープの異なる2種類のテンプレートがあります

1．拠点内で共通する設定：「Switch Configuration」

2．拠点を跨いで共通する設定：「Switch Templates」

※テンプレートを使用せず、スイッチ個別に設定を投入していくことも可能です

※ テンプレートによる設定

•Site レベルの設定 「Switch Configuration」
それぞれの Site に登録されているスイッチに対し、Site 単位で一括設定する場合に使用するテンプレートです
同じ設定項目の場合、Organization レベルでの設定は上書きされ、Site レベルの設定が有効になります

•Organization レベルの設定 「Switch Templates」
選択した複数の Site に紐付くスイッチに対し、Organization 単位で一括設定する場合に使用するテンプレートです

※ Site レベル / Organization レベル テンプレート

Organization にて作成したテンプレートは
JSON ファイルにてエクスポート/インポートが可能です
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※ 本ガイドは Organization レベルのテンプレートを設定する手順を紹介します

Organization レベルのテンプレートを利用することでサイト全体のスイッチに

同じ設定を簡単に適用することができます

•Organization メニューから Switch Templates をクリックします

4-2 EX スイッチの設定

1. Switch Templates ページに移動

•画面右上の Create Template をクリックします

•テンプレート名を入力し、Create をクリックします

2. テンプレートを作成

テンプレート名を入力
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•NTP の項目から NTP サーバを設定します

 ※ 複数登録する場合は「,（カンマ）」で区切ります

4-2 EX スイッチの設定

3. NTP の設定

•DNS SETTINGS の項目から DNS サーバを設定します

※ DNS サーバは最大 3 つまで設定可能です

※ 複数登録する場合は「,（カンマ）」で区切ります

4. DNS の設定
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※ SNMP 設定はデフォルトで無効です

※本ガイドでは SNMP v2 の設定手順を紹介します

•SNMP の項目から Enabled、および V2 を選択します

•Trap Groups でトラップの送信設定を行い Add

•Community でコミュニティ名と権限設定を行い Add

※ 必要に応じて General、Clients、Views を設定します

※ Clients：ポーリングに応答するサーバを制限

※ Views：MIB の参照範囲を制限

4-3 EX スイッチの設定

5. SNMP の設定

V2 選択

Enabled 選択

権限を設定

コミュニティ名を設定

SNMP サーバの IP を設定

トラップを通知するカテゴリを選択

識別名
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※ SYSLOG 設定はデフォルトで無効です

•SYSLOG の出力先に合わせて Files または Hosts を設定します

- Files：EX スイッチ内部に SYSLOG を保存
- Hosts：外部の SYSLOG サーバに転送

•各パラメータを設定後、Add をクリックします

4-4 EX スイッチの設定

6. SYSLOG の設定

Facility, Severity 
を設定

SYSLOGサーバの
IP/Portを入力

保存するファイル名と
ログのフィルタ設定
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Dynamic Port Configuration は接続されたクライアントのプロパティに基づいて動的にポートプロファイルを割り当てる機能です

• 一般的なポートの設定を行っている場合
接続するデバイスはポートの設定に従って適切なポートに結線する必要があります
例えば、ポート 4~11 番には AP を接続し、ポート 12~17 番には IP 電話を接続するように決められた接続や管理が必要です
もし、間違った接続を行った場合は、VLAN などの設定が異なるため想定した通信を行うことができません

• ダイナミックポートプロファイルを使った場合
任意のポートに任意のデバイスを接続しても、クライアントに応じたポートプロファイルが自動的に接続したポートへ適用され、
想定通りの通信を行うことができます

一般的なポート設定
AP は決められたポートに接続が必要

DPC
AP を接続すると DPC によりポートプロファイルが動的に
適用されるため、任意のポートに接続することが可能

VLAN 10
↓

VLAN 30

VLAN 20
↓

VLAN 30

VLAN 40
↓

VLAN 30

VLAN 50
↓

VLAN 30

VLAN 10 VLAN 20 VLAN 30 VLAN 40

AP AP

4-5 EX スイッチの設定

※ Dynamic Port Configuration とは

例： AP の通信を VLAN 30 と設定した場合

Dynamic Port Configuration を利用する
ことで指定した条件に基づいて任意のポートに
動的にプロファイルを割り当てることが可能です
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•NETWORKS の項目から Add Network をクリックします

•ネットワーク設定を行い、右上のチェックマークをクリックします

作成したネットワーク設定をポートプロファイルにマッピングします

• PORT PROFILES の項目から Add Profile をクリックします

• Port Network にて作成したネットワーク設定を選択します

•各種オプションの設定完了後、右上のチェックマークをクリックします

4-5 EX スイッチの設定

7. NETWORKS / PORT PROFILES の設定
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※ 本ガイドでは作成したポートプロファイルを Mist AP に自動的に割り当てるための設定を紹介します

•DYNAMIC PORT CONFIGURATION の項目から Add Rule をクリックします

•本設定例ではシャーシ ID 「D4:20:B0」で始まるデバイスを識別すると、接続したデバイスに
ポートプロファイル「mist_ap」が割り当てられます

•設定完了後、右上のチェックマークをクリックします

4-5 EX スイッチの設定

8. DYNAMIC PORT CONFIGURATION の設定

作成した
プロファイルを選択

プルダウンから選択

Check にて指定可能な
項目は以下のとおりです

• LLDP System Name
• LLDP Description
• LLDP Chassis ID
• Radius Username
• Radius Filter-ID
• MAC

参考情報
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ダイナミックポートとして機能するポートを指定します

•Select Switches Configuration の項目から Add Rule をクリックします

• Info タブにてマッピングルールを新規作成します
※この例では VEX9214 に適用

• Port Config タブにて Add Port Configuration を
クリックします

4-5 EX スイッチの設定

9. Select Switches Configuration の設定
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• Port IDs にてルールが適用されるポートを指定し、プロファイルをマッピングします

•Enable Dynamic Port Configuration にチェックを入れます

•設定完了後、右上のチェックマークをクリックします

•設定内容を確認後、右上のチェックマークをクリックします

4-5 EX スイッチの設定

10. Select Switches Configuration の設定

プロファイルを
マッピング

チェック

内容確認後、
クリック

チェック

適用範囲の
ポートを指定
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•テンプレートの編集が終了したら、Save をクリックします

•変更の差分が表示されるので、確認して再度 Save をクリックします

4-6 EX スイッチの設定

11. 設定の保存

Save クリック

Save クリック
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•作成したテンプレートは Site に適用することで設定内容が配下のスイッチに適用されます

•作成したテンプレートをクリックします

•APPLIES TO SITES の項目から Assign to Sites をクリックします

4-7 EX スイッチの設定

12. テンプレートの適用

クリック

クリック
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•+ マークをクリックし、テンプレートを適用するサイトを選択後、Add をクリックします

4-7 EX スイッチの設定

13. テンプレートの適用 つづき

クリック

Add クリック
Apply クリック

対象のテンプレートが 1 つのサイト、3 台の
スイッチに適用されていることが分かります

反映を確認
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1．Mist アカウント作成

2．Organization / Site 作成

3．EX / Subscription 登録

4．EX スイッチ設定

5．Floorplan 設定

6．EX スイッチ設置

6つのステップ
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フロアマップを登録することで、AP の設置位置や クライアントの接続状況など

Wi-Fi および屋内位置情報を可視化します

• Floor は Site の配下に作成します

•拠点が複数の階に分かれている場合は、該当 Site に

階層分の Floorplan を作成します

※ Location Service を利用する場合、Floorplan の設定は必須です

※ Wi-Fi のみの利用であれば、Floorplan 未設定でも動作しますが、

拠点の無線ネットワークを運用するうえで非常に便利な機能なため、

設定しておくことをおすすめします

5-1 Floorplan の設定

※ Floorplan とは

仮想ビーコンと
そのカバレッジ（赤い円）

アクセスポイントと
接続ユーザ
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• Location メニューから Live View をクリックし、Floor の一覧画面を開きます

•Add Floorplan をクリックします

•作成する Floor の 名前を入力し、OK をクリックします

5-1 Floorplan の設定

1. Floorplan の作成

Ekahau/iBwave からのインポートも可能です 詳細ついては下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-wireless/topics/task/mist-import-floorplan.html
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•Upload Image をクリックします

•フロアマップの図面をアップロードします

※ イメージファイルはビットマップ形式に対応しています

PNG / JPG / JPEG / GIF / BMP など

PDF は利用できません

•Upload をクリックし、図面をインポートします

5-1 Floorplan の設定

2. フロアマップイメージのアップロード

クリックしてファイルを選択
またはドラッグ&ドロップで

イメージファイルをアップロード
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•画面右上の Setup Floorplan をクリックします

•マップの中で、縮尺情報が確認可能な場所を拡大しておきます

•Set Scale をクリックします

•図面の上をドラッグしながら線を引きます

※引いた線の実際の距離を入力することで縮尺情報を設定します

※縮尺情報を入力することで、正確な距離がわかり、

ヒートマップの生成や位置情報の取得が可能になります

5-1 Floorplan の設定

3. Scale の設定

図面をクリックし
ドラッグして線を引く
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•Enter a new length to scale image をクリックします

•引いた線の実際の距離（メートル または フィート）を入力し、OK をクリックします

•Done で Scale の設定を完了します

5-1 Floorplan の設定

4. Scale の設定 つづき

先ほど引いた線の
実際の距離を入力
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•Site に割り当てられた EX スイッチが画面右側の Switches タブに表示されるので実際に設置した位置にドラッグして配置します

•Save で設定情報を保存します

5-1 Floorplan の設定

5. EX スイッチの配置

ドラッグ＆ドロップ

Switches タブ選択

Save クリック
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1．Mist アカウント作成

2．Organization / Site 作成

3．EX / Subscription 登録

4．EX スイッチ設定

5．Floorplan 設定

6．EX スイッチ設置

6つのステップ
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EX スイッチが Mist Cloud と通信するための要件は下記のとおりです

•以下宛先へのアクセスが許可されていること  
   redirect.juniper.net (TCP 443)
  ztp.ac2.mist.com (TCP 443)
  oc-term.ac2.mist.com (TCP 2200)
  cdn.juniper.net (TCP 443)

•また ZTP を行うための追加の要件は下記のとおりです
DHCP により IP アドレスが取得可能なこと
Proxy サーバーを経由しないこと (※ CloudX 未使用時)

6-1 EX スイッチの設置

※ Mist Cloud との接続要件

Mist Cloud SWインターネット FW

Proxy サーバー

〇 TCP 443

〇 TCP 2200

×Proxy

Mist AP

×

Global 03 リージョンの通信要件
Mist を運用するうえで通信許可が必要なポート情報は下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist
-management/topics/ref/firewall-ports-to-open.html

参考情報

CloudX を利用することで Proxy サーバー経由
で Mist クラウドへ接続することが可能です

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-management/topics/ref/firewall-ports-to-open.html
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-management/topics/ref/firewall-ports-to-open.html
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•ブラケット等を使用し、EX スイッチを所定の位置に設置します

※ 設置方法の詳細は、各プロダクトのハードウェアガイドを参照ください

https://www.juniper.net/documentation/ 

•アースケーブルを設置します

•EX スイッチの電源に電源コードを接続します

•通電すると自動的に EX スイッチが起動します

6-1 EX スイッチの設置

1. EX スイッチの設置 / 起動
取り付けイメージ

https://www.juniper.net/documentation/
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•一部モデル (EX4000/EX4100/EX4400) では、フロントパネルに CLD LED を搭載しています

•Mist AP と同様に点滅パターンにより Mist Cloud への接続状況を確認できます

6-2 EX スイッチの設置

※ CLD LED 点滅パターンによる接続状況の確認

Disconnected 状態でクリック
するとポップアップ表示されます

CLD LED

CLD LED の点滅パターンについては下記 URL
を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/
mist/content/shared-content/mist-led-table.html 

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/content/shared-content/mist-led-table.html
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/content/shared-content/mist-led-table.html
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・ Junos ソフトウェアアップグレード

・ 既存 EX スイッチの移行

・ EX スイッチのリプレース

・ CloudX (JMA)

便利な機能
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・ Junos ソフトウェアアップグレード

・ 既存 EX スイッチの移行

・ EX スイッチのリプレース

・ CloudX (JMA)

便利な機能
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※ Junos OS のソフトウェアアップグレードが Mist Cloud から実施可能です

•Switches メニューからアップグレード対象のスイッチを

クリックします

•Utilities から Upgrade Firmware をクリックします

Junos ソフトウェアアップグレード

1. Switches ページに移動

アップグレード対象の
スイッチをクリック

Upgrade Firmware 
クリック
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•Upgrade to Version にてアップグレード先のファームウェアを選択します

•End User License Agreement を確認後、チェックを入れ、Start Upgrade をクリックします

Junos ソフトウェアアップグレード

2. ファームウェア選択 / アップグレード

Start Upgrade 
クリック
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•インストール状況を確認します

•ステータス欄に Reboot to use new image と表示されたら Reboot Switch をクリックします

Junos ソフトウェアアップグレード

3. ステータス確認 / 再起動

ステータスを確認

再起動を実施

Reboot Switch
クリック Reboot クリック
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Switches ページの一覧から、サイトにアサインされている複数台のスイッチを一括アップグレードすることも可能です

•アップグレード対象の各スイッチチェックボックスにチェックを入れ、Upgrade Firmware をクリックします

Junos ソフトウェアアップグレード

※ 一括アップグレード

チェックボックスに
チェックを入れます

Upgrade Firmware 
メニューが表示されます
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・ Junos ソフトウェアアップグレード

・ 既存 EX スイッチの移行

・ EX スイッチのリプレース

・ CloudX (JMA)

便利な機能
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※ 導入済みの既存 EX スイッチも Mist Cloud 管理へと変更することが可能です

•Organization から Inventory をクリックします

•Switches タブをクリックし、Adopt Switches をクリックします

既存 EX スイッチの移行

1. Inventory ページに移動

Inventory 
クリック

Adopt Switches  
クリック

Mist Cloud 管理に移行する際、現行のスイッチ設定は
Mist Cloud の設定で上書きされます
Mist 管理に移行する前に、現行の設定と同様の設定を
Mist Cloud に投入したうえで Adopt ください
また、現行 Config のバックアップ取得を強くおすすめします
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•Switch Adoption に表示されたコンフィグを Copy to Clipboard からコピーします

•登録対象のスイッチへ CLI で接続し、コピーしたコンフィグを投入します

既存 EX スイッチの移行

2. 対象のスイッチへコンフィグ投入

Copy to Clipboard を
クリックしてコピーします

コピーしたコンフィグをスイッチに
投入し、commit コマンドを

実行します
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•チェックボックスにチェックを入れ、画面右上の More 表示から Assign To Site をクリックします

•アサインするサイトを選択後、Manage configuration with Mist にチェックを入れ、Assign to Site をクリックします

既存 EX スイッチの移行

3. 登録したスイッチのサイトアサイン

チェックボックスに
チェックを入れます

Assign To Site 
をクリック

アサインする
サイトを選択

チェック

Assign to Site 
クリック
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•表示されたウィンドウの Close ボタンをクリックします

•登録が完了すると一覧に表示され、Status の表示が

“Connected” になることを確認します

既存 EX スイッチの移行

4. アサインしたスイッチの確認

Close クリック

指定したサイトに
アサインされたことを確認

ステータスを確認
※登録直後のステータスは

Disconnected
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・ Junos ソフトウェアアップグレード

・ 既存 EX スイッチの移行

・ EX スイッチのリプレース

・ CloudX (JMA)

便利な機能
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※ 本ガイドは Claim Code を入力する手順を紹介します

※ Adopt Switches による登録も可能です

•Organization メニューから Inventory をクリックします

EX スイッチのリプレース

1. 代替機の登録

•Switches タブが開かれていることを確認します

•画面右上の Claim Switches をクリックします

2. コード入力画面を開く
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•代替機の Claim Code を入力し、Add をクリックします

 ※ Claim Code は大文字小文字を区別せずハイフンも省略可能です

•Site Assignment のチェックを外し、どのサイトにもアサイン
しない状態とします

 ※ サイトにアサインされた状態では代替機として使用できません

•Claim をクリックします

EX スイッチのリプレース

3. 代替機 Claim Code の入力

チェックを外し、どのサイトにも
アサインされていない状態とします

Claim クリック

Unassigned となって
いることを確認します

代替機の
MAC Address 
を確認します

Claim Code を入力し Add
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•Switches メニューからリプレース対象のスイッチを

クリックします

•Utilities から Replace Switch をクリックします

EX スイッチのリプレース

4. リプレース対象のスイッチを表示

リプレース対象の
スイッチをクリック

Replace Switch 
クリック
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ｖ

•MAC Address of unassigned switch から

代替機スイッチの MAC Address を選択します

•代替機スイッチへ引き継ぎしない設定がある場合は

チェックボックスにチェックを入れ、Replace をクリックします

EX スイッチのリプレース

5. リプレースの実行

代替機の
MAC Address 

を選択

Replace クリック

(オプション) 引き継ぎをしない設定を選択
チェック無しの場合は全設定を引き継ぎます
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・ Junos ソフトウェアアップグレード

・ 既存 EX スイッチの移行

・ EX スイッチのリプレース

・ CloudX (JMA)

便利な機能
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CloudX (JMA)

•CloudX は、Juniper スイッチと Mist クラウド間をより安全かつ高速に接続するアーキテクチャです

•CloudX を利用することで以下のメリットを享受できます

- Mist Cloud への同期間隔の短縮（イベントは 10~15 秒ごとに同期、統計情報は 60 秒ごとに更新）

- JTI を利用した非同期かつ高速な通信

- TCP 443 利用のため、従来必須だった TCP 2200 による接続が不要に

- プロキシサーバ経由で Mist Cloud との通信が可能に

- Mist Cloud から Juniper スイッチのパケットキャプチャが可能に

対象のプラットフォームやサポートバージョンは下記 URL を参照

参考: Juniper CloudX Overview

※ CloudX (Juniper Mist Agent) とは

その他 Mist を運用するうえで通信許可が必要な
ポート情報は下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist
/mist-management/topics/ref/firewall-ports-to-open.html 

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-wired/topics/concept/cloudx-overview.html
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-management/topics/ref/firewall-ports-to-open.html
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-management/topics/ref/firewall-ports-to-open.html
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※ 本ガイドは静的プロキシサーバー経由で Mist Cloud に接続する手順を紹介します

※ CloudX 接続を利用するには Claim Code または Activation Code によって
登録したスイッチが対象です (Adopt Switches にて登録したスイッチは非対応)

•Organization メニューから Site Configuration をクリックします

CloudX (JMA)

1. Site Configuration ページに移動

•Site Configuration から対象のサイトを選択します

•Site Proxy にてプロキシサーバーの設定を行い、Save をクリックします

2. Proxy 設定

Save クリック

サイト選択

プロキシサーバー設定
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CloudX に対応する EX スイッチでは Mist クラウドから遠隔でパケットキャプチャが可能です

•Site メニューから Switch Packet Captures または Packet Captures をクリックします

•スイッチ選択後、Add Port Filter をクリックしポートを選択します

•Save クリック後、Start Captures でキャプチャ可能です

CloudX (JMA)

※ CloudX: Switch Packet Captures 

クリック

クリック

スイッチを選択

ポートを選択

Save クリック

ポートを選択

Start Captures 
クリック



© 2025 Juniper Networks 68

・ SLE

・ Root Cause analysis

・ Radius

・ Campus Fabric

Appendix
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・ SLE

・ Root Cause analysis

・ Radius

・ Campus Fabric

Appendix
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•各指標の達成率を確認し、原因の調査が可能です

Wired Assurance: SLE

SLE

SLE 指標 説明

Throughput 有線ネットワークのスループット

Successful 
Connect 

成功した接続試行数

Switch Health スイッチの起動・クラウド接続時間

Switch 
Bandwidth

ネットワークで使用可能な帯域幅

4 つの指標でユーザ体感を可視化

それぞれの指標に SLE（期待値）を設定
SLE を満たしたかどうかを見ることで、
ネットワークの正常性を可視化することが可能

指標 目標値に対する
達成率

サービスレベルの推移
サービスレベル

低下原因
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・ SLE

・ Root Cause analysis

・ Radius

・ Campus Fabric

Appendix
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•SLE を満たせなかった根本原因を 自動で分類し、詳細なトラブルシュートに必要な情報を提供します

Wired Assurance: Root Cause analysis

Root Cause analysis

スループット低下の原因が
一目で確認可能です
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•Timeline では不具合の発生について時系列で確認可能です

Wired Assurance: Root Cause analysis

Root Cause analysis : Timeline

不具合の発生日時・回数
を確認可能です
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•Distribution では不具合の傾向について分析可能です

Wired Assurance: Root Cause analysis

Root Cause analysis : Distribution

どのスイッチ、VLANで不具合が発生
しているか傾向を確認出来ます



© 2025 Juniper Networks 75

•Affected Items では影響を受けたクライアントなどの情報を確認可能です

Wired Assurance: Root Cause analysis

Root Cause analysis : Affected Items

どのクライアント、インタフェースで
影響があったかを確認出来ます
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・ SLE

・ Root Cause analysis

・ Radius

・ Campus Fabric

Appendix
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※ 本ガイドは Organization レベルのテンプレートを使用した 

Radius サーバ設定（dot1x）を紹介します

•Organization メニューから Switch Templates をクリックします

•編集対象のテンプレートを選択します

Radius 

1. Switch Templates ページに移動
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•デフォルト値から変更する場合、RADIUS 認証サーバーとの通信における タイムアウト値 と リトライ回数 を設定します

•Add Server をクリックし、認証サーバーの情報を入力後、右上のチェックマークをクリックします

Radius 

2. Authentication Servers 設定

ホスト名または IP アドレス

ポート番号

共有秘密鍵

クリック

タイムアウトまでの時間

リトライ回数

タイムアウト/リトライ回数の拡張

複数 Radius サーバー間の負荷分散

Add Server
クリック
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•RADIUS アカウントサーバーを設定する場合は Accounting Servers 欄の Add Server をクリックします

•RADIUS アカウントサーバーの情報を入力し、右上のチェックマークをクリックします

Radius 

3. Accounting Servers 設定

ポート番号

共有秘密鍵

クリック

Add Server
クリック

• Interim パケットの
送信間隔を設定します

• 値が「0」の場合は
Interim-Update を
送信しません

RADIUS 通信の
送信元アドレス指定

ホスト名または IP アドレス
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• PORT PROFILES より Add Profile をクリックします

•Use dot1x authentication にチェックを入れ、
右上のチェックマークをクリックします

Radius 

4. Port Profiles 設定

クリック

ポートプロファイル名
を入力

チェック

Add Profile
クリック
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作成したポートプロファイルの適用は Select Switches Configuration の項目にて行います

•Select Switches Configuration の項目から Add Rule をクリックします

• Info タブにてマッピングルールを新規作成します
※この例で VEX9214 に適用

• Port Config タブにて Add Port Configuration を
クリックします

Radius 

5. Port Config 設定

Add Rule
クリック
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• Port IDs からルールを適用するポートを指定し、Configuration Profile のプルダウンから 
作成した dot1x のポートプロファイルを選択後、右上の [チェックマーク] をクリックします

•設定内容を確認し、右上のチェックマークをクリック後、Save クリックし編集内容を保存します

Radius 

6. Port Config 設定 つづき

クリック

ルールを適用する
ポートを指定

dot1x ポート
プロファイル選択

クリック

Save クリック
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・ SLE

・ Root Cause analysis

・ Radius

・ Campus Fabric

Appendix
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Campus Fabric 

Mist の Wired Assurance フレームワークによりキャンパスファブリックの構築・管理が可能です

※Mist における Campus Fabric

EX92xx

EVPN-VXLAN/ESI-LAG

Virtual  Chassis

Small/Medium Campus Campus / HQ

Collapsed core

WAN

Mist AP

WAN

Mist AP

WAN

Mist AP

EX4400
EX4300-MP
EX4100

Campus / HQ

EVPN Multihoming Campus Fabric Core-Distribution Campus Fabric IP Clos

EX4650
EX92xx

EX4400
EX4300
EX4100
EX3400
EX2300

EX4650

EX92xx
EX4650

EX4400
EX4300
EX4100
EX3400
EX2300

EX4650

Artificial 
Intelligence Microservices

Virtual 
Chassis

Virtual 
Chassis

Virtual 
Chassis

Campus Fabric の各種設定に関する情報は
下記 URL を参照ください
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/
mist-wired/topics/concept/campus-fabric-configuration.html 

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-wired/topics/concept/campus-fabric-configuration.html
https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/mist/mist-wired/topics/concept/campus-fabric-configuration.html
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※ 本ガイドでは設定概要を紹介します

•Organization メニューから Campus Fabric をクリックします

•Configure Campus Fabric をクリックします

Campus Fabric 

1. Campus Fabric ページに移動
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•TOPOLOGY TYPE 欄からトポロジーを選択します

•選択したトポロジーに応じた設定を行い、Continue をクリックします

Campus Fabric 

2. Topology Type の選択

Continue クリック

トポロジータイプを選択
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•Select Switches から Campus Fabric を構成するスイッチを選択します

•選択したトポロジーに応じて各階層にスイッチを配置し、Continue をクリックします

Campus Fabric 

3. スイッチの配置

Select Switches
選択

Select Switches
選択

Continue クリック
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•NETWORKS から VLAN などの設定を行います

•各スイッチ間で接続する物理ポートを設定し、Continue をクリックします

Campus Fabric 

4. ネットワークの設定

Continue クリック
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•Apply Changes をクリック後、Confirm をクリックして設定を保存します

•Close Campus Fabric Configuration をクリックし、設定を終了します

Campus Fabric 

5. 設定の保存

Apply Changes 
クリック

Confirm クリック

クリック
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Mist 日本語ドキュメント集（ジュニパー情報プラットフォーム）
https://junipernetworks.zendesk.com/hc/ja/categories/6101876475023

Mist 日本語ドキュメント集（ジュニパーネットワークスソリューション＆テクニカル情報サイト）
https://www.juniper.net/jp/ja/local/solution-technical-information/mist.html

Juniper Mist Wired Assurance 設定ガイド
https://www.juniper.net/documentation/jp/ja/software/mist/mist-wired/index.html

Juniper Mist 管理ガイド
https://www.juniper.net/documentation/jp/ja/software/mist/mist-management/index.html

Juniper Mist AI ネイティブ運用ガイド
https://www.juniper.net/documentation/jp/ja/software/mist/mist-aiops/index.html

Mist API LAB
https://doc.mist-lab.fr/

Mist スクリプト集（Github）
https://github.com/tmunzer/mist_library

Campus Validated Designs
https://www.juniper.net/documentation/validated-designs/us/en/campus/

オンラインドキュメント一覧

豊富なスクリーンショット
日本語で手順を紹介

公式マニュアル
機械翻訳による日本語化

API を利用した
構築運用の効率化

Campus Fabric 
構成別検証データ

https://junipernetworks.zendesk.com/hc/ja/categories/6101876475023
https://www.juniper.net/jp/ja/local/solution-technical-information/mist.html
https://www.juniper.net/documentation/jp/ja/software/mist/mist-wired/index.html
https://www.juniper.net/documentation/jp/ja/software/mist/mist-management/index.html
https://www.juniper.net/documentation/jp/ja/software/mist/mist-aiops/index.html
https://doc.mist-lab.fr/
https://github.com/tmunzer/mist_library
https://www.juniper.net/documentation/validated-designs/us/en/campus/
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